
　第1004号

　市道幹Ⅰ－３０号線外交差点改良工事

　若新建設株式会社　　　　代表取締役　　鈴木　啓之

　＜　調査結果の概要　＞

 が可能であることから、今回の入札価格による施工が可能と判断したため。

・なし

・なし

・工事箇所と会社及び倉庫、資材置き場との距離　　13.4km～15.9km

　住所　会津若松市河東町八田字高野下１０５

・安全設備、仮設設備一式　　（工事看板、ｽｰﾊﾟｰﾊｳｽ　等）

・薄層カラー舗装、道路区画線

・資材購入先とは良好な取引を継続している。

機械については維持費削減等を考慮してリース機械で対応している。

取引リース会社も多社に渡り、常にリース対応可能であり、取引状況は全て良好である。

契約対象工事に従事する社員総数１３名は、全て雇入れ教育・安全訓練教育を実施して

いる自社常用者である。なお、当該現場に従事する人員は最大で５名程度の予定。

監理技術者　３名　　１級土木施工管理技士　３名　　　２級土木施工管理技士　２名

１級舗装施工管理技士　１名　　　２級舗装施工管理技士　１名

・H19　農業集落排水事業第6回舗装本復旧工事　                   78点　　

・H20　市道幹Ⅰ-20号線舗装補修工事                          　      69点

・H21　都市計画道路亀賀山見線交差点改良外工事                72点

①建設業法違反の有無 見当たらない

②賃金不払いの状況　 見当たらない

③下請代金の支払遅延状況　 見当たらない

④その他　 取引銀行との関係は良好である

※総合評価 　安全資材を自社で保有していることや、作業効率が高い施工が可能なため作業日程を

短縮できることから、経費の削減が可能であると考えられる。

　さらに、市発注の薄層カラー舗装工事の実績もあることから、当該入札価格による適正

な工事の履行が可能であると判断する。

項　　　　　　目

2　契約対象工事付近にお

1　その価格により入札

　　した理由

低 入 札 価 格 調 査 表

工 　事　 番　 号

工 　 　事　  　名

調査対象業者名

　　との関連（地理的条件）

5　手持資材の状況

　　ける手持工事の状況

3　契約対象工事に関する

　　手持工事の状況

12　その他の必要な事項

　　工事名、発注者

10 市発注工事の成績

11 信用状況

8　労働者の具体的供給

　　見通し

9　過去に施工した公共

　 過去の舗装工事の実績により、作業工程と効率化の促進を図ることによりコストの軽減

内　　　　　　　　　　容

6　資材購入先及び購入先

　　と入札者の関係

4　契約対象工事箇所と入

7　手持機械の状況

　　札者の事業所、倉庫等

・H21　市道神3-16号線外舗装工事　　　　　　　　　　　　　　　　　（会津若松市）

・H21　都市計画道路亀賀山見線交差点改良外工事　　　　　 　（会津若松市）

・H19　砂塵防止事業西後庵外１地区舗装工事　　　　　　　　　 　（会津若松市）

・H19　農業集落排水事業第6回舗装本復旧工事　　　　　　　　　（会津若松市）

・H19　18年災第20号市道幹Ⅰ-5号線道路災害復旧工事　　 　（会津若松市）

・H20　市道幹Ⅰ-20号線舗装補修工事　　　　　　　　　　　　 　　（会津若松市）


